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瀧本新捕手候補だ！ 政司は104球完投勝利！
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を感じず！

９/１8（土）入船公園野球場にレジスタンスを迎え、オープン戦を行った。快晴であるが、今までの苦しい暑さは感じず、少し
ずつ秋が迫ってきている感じがした。さて、ゲームは、我がチーム後攻、先発は政司でゲームは始まった。初回先頭打者を三ゴロ
で一死かと思った矢先、ジャッジは、正しい捕球と判断されず出塁、その後は三飛で一死、しかし、次打者に中前に運ばれ、一死
１・2塁、WPで、それぞれ進塁を許すも、後続２打者を投飛・空三振とぴしゃりと抑え、初回を０封にした。翌我がチームの攻
撃、今日２番に入った瀧本が四球を選択、続く打者の打球で３塁へ、そして２試合連続で４番に座った哲也が、ラッキーな二前安
打で先制した。翌2回の相手攻撃、安打と２つの失策で、一死１・３塁とまたもや相手得点のチャンス、しかしここも政司が三振
と左飛で押さえ、またもやホーム踏まさず。翌３回の我がチーム攻撃、1番・２番が共に出塁、そしてＤＳで無死２・３塁、ここ
で、3番深沢、「ここで打たなければクリーンアップでは無い」と感じた３球目を中越に運び２人を返した。また、首位打者林の
安打で、深沢もホームに帰り、この回一挙4点を挙げ、５：０と勝利を手中にした、と思われた４回の相手攻撃、３つの長短打と
２つの失策で、同点に追いつかれてしまった。しかし、一昔前は、ベンチはしゅーん、打線はチンマリだったが、今の我がチーム
にはそのような状況は一切ない。取られたら取る、その思いとおりその裏の攻撃、先頭の達脇が懸命な走塁で出塁、続く打者打球
の間に走者は入れ替え、そして、今日で２試合目の出場となる、準構成員の荒木が初球をセンターに鋭い打球を放つ、びっくりし
たのか野手はグラブからボールをポロリ、この間一挙２塁から政司が生還、これで、またもやリード、そして、翌５回の攻撃、4
つの長短打で3点を挙げ、今日の１試合目のゲームを決めた。振り返ってみると、やはり今日は、バッテリーの頑張りに打線が応
えた。という内容ではないだろうか？ダブルであるだけに、山田にマスクはコクな話、では誰がマスクをかぶるか？「タッキーや
るかい？」「はい」と２つ返事で、チーム内捕手の危機を救った。そして、前回とは比べ物にならない落ち着き感、その姿勢が、
政司の好投をも引き出したのでは無いか？それにしてもいいムードですベンチは！ この勢いで２試合目も勝利しよう！！！


